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子どもの育ちを地域で支えるため

にＳＴにできること

中川信子（言語聴覚士）

NPO法人「ことのはサポート」 副理事長

子どもの発達支援を考えるＳＴの会 代表

東京都言語聴覚士会

2010年2月21日 「STは毎日仕事で人に親切にできるんだよ。

いい仕事だと思わないかい？」

みんなで支えて・・・・

言語発達の主な法則
１.全体性

言語発達は全体的な発達の一部である。

２.順序性

発達には一定の順序性と方向性がある。

３.個人差

発達には個人差がある。特に、発達期には
個人差が大きい。

４.理解先行

言語理解は言語表出に先行する。
（分かるのが先、言えるのは後）

５.生理的要因と環境の相互作用

言語発達は子ども自身の伸びる力と、子どもを

取り巻く環境との相互作用によって促進される

１）子どもへの直接的かかわり

狭義の言語訓練・指導・（個別･集団）

２）環境調整 周囲への働きかけ
◆知識を伝える、アドバイス、見通し

◆コミュニケーションスキルアップ

◆“障害”の受け止め（子どもの状態の正しい理解）を

助ける受容的な面接
正しい理解 ⇒適切な対応 ⇒学習が促進され能力が向上

３）子どものＳＴについての社会的啓発活動

子どもにかかわるＳＴの仕事

地域とは？

• 地域とは、人がそこに生まれ、成長し、

生活し、学び、働き、

やがて

歳をとり、衰え、病み 死に至る場所

Live 生活する、 生きる

Life 生活 生命

出生からの生涯にわたるケア

妊娠届出・
母子手帳交付

出産

新生児訪問

出産時に判明する先天性の病気や障害
低出生体重児（極小未熟児）
仮死産 など

◆マタニティ・ブルー、産後うつ病が多い時期
◆20年度から「こんにちは赤ちゃん訪問」
◆「育てにくい赤ちゃん」を持つと大変
◆「見守ってくれている人がいる」という安心感

が支えになります。
◆それまで働いていたお母さんで、急激な生活

の変化に戸惑う人も多くおられます。
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1ヶ月児健
康診査

3,4ヶ月児
健康診査

6-7ヶ月児
健診

首すわりなどの｢発育｣を中心とする健診

乳児期から保育園に通う子では遅れに気
づかれても保護者が仕事を休めないため
に、相談に行くチャンスを逃すこともありま
す。

9-10ヶ月児
健診

６－７ヶ月ではおすわり
9-10ヶ月でははいはいなど、発育を中心と
する健診
医療機関での個別健診も

1歳６ヶ月児
健診

3歳児健診

◆歩行、ことばの発達をポイントとする健診
2歳ころのフォロー、精密健診、発達健診

◆障害の可能性もある一方、個人差も非常
に大きい時期なので判断は難しい。

◆成長のようすをフォローするための「心理相
談」「ことばの相談」やグループ活動などが用
意されている自治体も。

◆保護者の心配が大きかったり、障害が明確
な場合は、療育への通所開始も。

◆発達の遅れや偏りが見えてきやすい時期
◆健診後のフォローとしての各種相談や
グループ活動が用意されているところも。

集団参加を前に、焦りから無理な教え込みをする場合も

3歳または4歳
集団への参加

就学相談

◆集団生活に入って“障害”の兆しや
発達の遅れ・偏りが目立ってくる

◆「他の子と違う」ことでの保護者の焦り
と不安が高まることも。

◆幼稚園・保育園から療育を勧められる
ことも多くみられます。

地域によっては5歳児健診

◆学校での支援メニューは増えつつあります
◆心配のあるお子さんの場合は「就学相談」
をへて適切な支援を考えていくことが、将来
にむけてとても大切です。

就学児健康診
断

小学校入学

他の子との違いをはっきり見せ付けられる
「校長室へどうぞ」と残されることの不安感

みんなといっしょにやってゆけるだろうか
勉強についてゆけるだろうか・・・・・・

特別支援学校

特別支援学級（固定制）

通級指導教室（学級）

通常の学級（○年○組）

中学校

高校 高等部

◆授業ごとに先生が変わるため
適応が難しい場合が。

◆いじめや不登校にかかわる
場合も。

社会生活

ライフイベントのたびに現れる心のゆれ

高校入学、成人式、同級生の就職
同級生の結婚のうわさ・・・・・・・・・・

高校または特別支援学校高等部 卒業 後

社会生活

就労 （福祉作業所？ 一般就労？）

在宅 ？

結婚？ 近所づきあい？ 地域活動？

• 老化、病気、障害

そして全員に平等におとずれる死・・・・・・。
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私にとっての地域は
調布市

昭和51年から非常勤としてのかかわり

調布市あゆみ学園、小中学校や保育園の巡回
総合福祉センターＳＴ部門

健康推進課「子どもの相談室」

狛江市

自分が住んでいる市
＝保護者として保育園・幼稚園・小学校・学童保育所・中学校などを経験

個別的に相談を受ける

保育園や学校での講演や研修会講師

早期療育事業“ぱる”の立ち上げ

健康支援課「ことばの相談」

特別支援教育の小中学校巡回

教育委員 各種の委員会委員（次世代育成 市民福祉推進）

いずれも低頻度（3ヶ月おき、1学期に一回、1ヶ月に１回）程
度のところが多かった。

ＳＴらしいことは、ほとんど何もできていない・・・・

にもかかわらず、子どもたちは、驚くほどの成長をとげてゆく

なぜだろう？

↓

↓
子どもは言語訓練によって（のみ）伸びるのではない

生活の中で、地域の連携の中ではぐくむ

スペシャリスト
（専門性をもちピンポイントで関わる人）

（例:ドクター、ＳＴ、保健師、療育担当者等）

+
ジェネラリスト
（支援という立場で、長い時間を一緒に過ごす人

（例：教員、保育士、幼稚園教諭、保護者等）

両方の役割分担と連携・協力をじょうずに作り出す

狛江というフィールドと私

ナカガワ 何をしてる人？（１）
大学は教育学部教育心理学科卒
ＳＴ（言語聴覚士）歴 3６年

昭和５０年から調布市で仕事して来ました。
あゆみ学園、総合福祉センター、保育園の巡回、健診後の相談
特別支援学級の巡回 等々

狛江には昭和５７年、長男の小学校入学を機に転入

息子二人は、市内の保育園・幼稚園、学童保育所、旧八小・三中で
お世話になりました <m(__)m>

調布市健康推進課「子どもの相談室（ことば）」相談員
調布警察署協議会委員

子どもの発達支援を考えるSTの会 代表
厚生労働省 発達障害者施策検討会構成員（委員）

ナカガワ 何をしてる人？ in  狛江
狛江市あいとぴあ子ども発達教室“ぱる” スーパーバイザー

狛江市社会福祉協議会“療育相談”相談員

狛江市健康支援課「ことばの相談」相談員

狛江市特別支援教育巡回専門相談員

狛江市教育委員

狛江市市民福祉推進委員

次世代育成支援行動計画〔後期）策定委員

ＮＰＯ法人ゆめぽっと 理事

和泉児童館・岩戸子ども家庭支援センター 運営協議会委員

サポート狛江 代表

就
学
前

学
齢
期

委
員
な
ど

地
域
活
動

保健

福祉
教育

地域での生活

子育て
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私の役割は

１） 「ことば」「コミュニケーション」という専門性を窓口としつつ

２）一箇所に所属しない（＝肩書きを背負う）一市民として

３）非常勤（＝地域に滞在する時間が長い）という立場を生かして

４）子どもが健やかに育つために、地域のいろいろな場をつなぐ

役割を果たして来た（行政と市民、教育委員会と保護者 など）

４）何でも屋兼地域のオバサン

５）それというのも狛江大好き人間 だから

地域で子どもの育ちを支えるために

子ども ： 成長と共に、居る場所が変わる

ＳＴは「ことば」「コミュニケーション」を切り口に、
さまざまな場に入りこんでゆける

＝ 「つなぐ」職種 になりうる

幼稚園
保育園

おうち

学校

幼児教室
子育てｾﾝﾀｰ

健診後フォ
ロー教室

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
｜

児
童
館

早期療育“ぱる”

●教 育 相 談 室 ・ 不登校教室

気
が
か
り
な
子
※

落ち着きのない児童

虐待の可能性のある児

学力不振の児童

小学校

加配（障がい児枠）

通
級
学
級

特
別
支
援
学
級

養護教諭

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

校内委員会

在宅の乳幼児

保育園在園児

学
校
派
遣

訪
問見

学

●
就
学
相
談

健 康 課（あいとぴあセンター内）

医師の巡回相談

※気がかりな子

中学校

家庭・保護者の問題

気
が
か
り
な
子
※

保健師

●教育
相談員

不登校・引きこもり

ｽｸｰﾙ
ｶｳﾝｾﾗｰ

ｹｰｽ
ﾜｰｶｰ

ｿｰｼｬﾙ
ﾜｰｶｰ

保育園
幼稚園

●子どもの発達相談

乳幼児健診・フォロー

三
歳
児
健
診

１
歳
半
健
診

ﾌｫ
ロ
｜
グ
ル
｜
プ

●
こ
と
ば
の
相
談

心
理
相
談

保
健
師
訪
問

通
級
学
級

校内委員会

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

養護教諭

気
が
か
り
な
子
※

シ 就
｜ 学
ト 支

援

管轄：児童福祉課

児童福祉課
法人委託

● オープンな相談窓口

つなぐ役割の人

狛江市の 支援の見取り図

社会福祉課・狛江社協委託

ﾌｫ
ロ
｜
グ
ル
｜
プ

特
別
支
援
学
級

特 別 支 援 学 校

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

市民団体「サポート狛江」のお仲間と

「狛江市育ちの森マップ」を作りました。
（狛江市内の支援の必要な子に関わる支援ネットワークマップ）

平成21年度市民協働提案事業

基本的な考え方は
↓

「子どものいる所には必ず障害のある子どもがいるはずだ」
「市内のすべての人に、相談窓口、支援機関を知らせよう」

3月初旬に、「サポート狛江」HPに掲載予定です。

まとめ：専門職としてのＳＴにできること

• 専門性を窓口として、対象者（子ども）にかか
わる。

• 専門性を窓口として、生活の場で、子どもにか
かわる人たち（ジェネラリスト）の力量を高め、
共に協力して子どもの育ちに（間接的に）関与
できる

• 「ことば」を窓口に、機関同士を”つなぐ”役割
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まとめ（２）： ＳＴとは

「ある人を大切に思い

その人に大切に思われ

そして、少しだけ世の中のために

なることをする」人のこと

「互いを“よき者” として認め合うまな

ざし」を持てる専門職


